
令和７年度 ホームステイ派遣事業を通して

随行員 東大村小学校教諭 山口 歩

１ はじめに

アメリカの大学の卒業式では、著名な人物をゲストに迎え、スピーチをするという文化があり

ます。そしてそのスピーチは、”Commencement address”と呼ばれます。英単語の”

Commencement”とは、「始まり」という意味を持っています。ついつい「卒業＝終わり」と

捉えがちですが、そうではなく新たなステージへの始まりなのです。

さて、本当にありがたいことに、令和 7年度ホームステイ派遣事業に随行員として参加させ

ていただきました。普段小学校で勤務する私にとって、中高生とともに過ごす時間は新鮮で、

このホームステイ事業の中で彼らの成長を目の当たりにすることができました。この紀行文を

通してその足跡を辿り、来年度へ” YUME”のバトンを繋ぎたいと思います。

２ 出発までの準備

アメリカ渡航までに、研修会に数回参加させていただきました。１回目の研修会では顔合わ

せと渡航の手続関係についての説明を聞いた後、ホームステイ派遣事業経験者の体験談を聞

き、気になることや心配なことを質問する時間を

とりました。なかなか質問が思い浮かばなかった

様子で、自分自身の海外生活についても話しまし

た。２回目の研修会では、アメリカの学生たちとオ

ンラインミーティングを行いました。ミーティング

に先立って、自己紹介や質問の仕方などについ

て、手短にレクチャーしました。ミーティングで

は、アメリカの姉妹都市協会の担当者（ライアン）

と話せたことと、生徒たちが英語で即興のコミュ

ニケーションを取ろうと頑張っている姿を見るこ

とができて、自分自身も安心しました。

３ 出発〜サンカルロス到着

年齢も在籍校も全く異なる生徒たち。長崎出発か

らサンフランシスコ到着までの間に、少しでもお互

いの距離を縮め、一緒にアメリカで学ぶチームとし

ての意識を持ってほしいという思いでした。したが

って、とてもタイトなスケジュールの中でしたが、で

きる限り生徒同士で意思決定をさせるように心が

けました。だんだんお互いに写真を撮り合うように
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なり、サンフランシスコ到着時にはかなり打ち解けていたように感じました。

サンフランシスコ空港では、現地の姉妹都市協会メンバー（ライアン・ジャレット）とホストファ

ミリーが温かくお出迎えをしてくれました。

４ 現地での様子

到着から３日間、生徒たちはホストファミリーと過ごしました。それぞれの生徒から、朝は健

康観察が、夜には日記が届いていました。到着後は疲れていたこととジェットラグの影響で、

体調が優れないこともあったようでした。しかし、ホストファミリーのご配慮のお陰もあり、元

気に過ごすことができたそうです。また、毎晩送られてくる日記は、日を追うごとに内容が濃く

なると同時に、文章にそれぞれの個性が現れ、楽しく生徒たちの様子を知ることができました。

【市長表敬】

アメリカ 4日目に、サンカルロス市の市長を表敬訪問しました。市長と副市長から直々にご

挨拶と市政についてのお話をしていただきました。私が特に興味深かったのは、市長が１年ご

とに交代することです。日本の行政の仕組みと異なる

部分があり、生徒たちも興味深く聞いていました。ま

た普段は市議が座る場所に座らせていただき、貴重

な経験となりました。

【大村・サンカルロス壁画訪問】

サンカルロスには、大村市とのつながりを表現した壁画があり

ます。壁画を見に行く前に、その製作者の１人である”Yucali さ

ん”とお会いし、壁画に込めた思いや製作秘話をお聞きしまし

た。また、サンフランシスコ在住の僧侶の

方から「禅」についてレクチャーしていた

だきました。日本と離れた場所で和の文

化を感じ、良い経験になったことと思い

ます。
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【公共交通手段】

サンフランシスコ⇔サンカルロス間は、Cal Train を使い、サンフランシスコ市内はバス・

WAYMO・路面電車等を使いました。バスや電車は、スマートフォンの中に、Clippers という

アプリをダウンロードし、クレジットカードやApple Payを紐づけておくことで、電子マネーで

乗車することができました。

サンカルロス駅 Cal Train

WAYMO 市バス バスの車内

５ おわりに

「はじめに」の頁で、”Commencement address”について書きました。2005年、スタン

フォード大学のCommencement address を担当したのは、Apple を創業したメンバー

の一人、Steve Jobs（スティーブ・ジョブズ）氏でした。そのスピーチの中で、彼は次のように

述べます。

“You can’t always see the purpose of life’s events as they happen, but

you can look back later and see how they connect to form a meaningful

story.”

（未来を見通して点を繋ぐことはできないが、後から出来事を振り返り、意味のある物語を作

りあげることはできる。）

無事に派遣事業を終え、今年度参加した学生たちは新しい道を歩み始めていることと思い

ます。派遣前、派遣期間、そして派遣後、すべての瞬間に意味があるのだということを忘れず、

彼らが自分なりの将来を描いていくことを願っています。

最後に、今年度私を随行員として派遣してくださった大村市役所の皆様、サンカルロス市の

姉妹都市協会のメンバーに感謝申し上げます。今後も大村市の国際交流事業において協力で

きることがあれば、頑張りたいと思います。本当にありがとうございました。
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